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木星探査 (LAPLACE)：衛星と起源

Future Exploration of Jovian System by LAPLACE: Origin of Jupiter and Evolution of
Satellites
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　 LAPLACE（ラプラス）は、２０２０年代に計画されている、日欧共同の国際木星ミッションである。宇宙科学研究
本部にて木星探査のワーキンググループ設立が昨年１月に認められた。この探査では、木星の起源、木星の衛星も重要
なターゲットである。LAPLACEは ESAの Cosmic Visionの候補として、昨年秋に選択されている。
　 LAPLACEは、衛星フライバイを行うオービター、エウロパ周回オービター、磁気圏オービターの３機構成が検討さ

れている。衛星フライバイオービターは最終的にはガニメデ周回機になる可能性がある。木星衛星探査ミッションでは、
「潮汐エネルギーの支配する天体」がキーワードになる。エネルギー状態が非常に高い天体を研究することは、太陽

系の固体天体の初期状態の研究でも重要である。エウロパやガニメデの地下海の探査では、氷地殻の厚さだけではなく、
海の深さ、海底地形も重要なターゲットになる。レーダー、高度計、詳細重力などの衛星物理探査が不可欠である。
　地下海の証拠として塩類の表面分布を調べる。硫酸塩の濃度は、氷の粘性率にも影響する。さらに、地下海での有機

物の存否や、エウロパ表面でのアモルファス氷と結晶氷の分布などもターゲットである。また、最近土星の衛星エンセ
ラダスで確認された、氷微粒子とガスの噴出現象が、エウロパでも起きているのかどうかも観測したい。これには、表
面温度を調査し、輻射平衡温度より高温度の部分を捜し出すことが重要である。また、エウロパ周辺の誘導磁場の変化
を測定することができれば、地下海の深さや電気伝導度を制約できる。


